
８月27日・28日に岩手県陸前高

田市で「復興街づくりイベント」

が開催されました。そのイベント

には、京都伝統工芸大学校の学生

が「高田松原」の松を京都・清水

寺の大日如来座像として再生させ

る「１万人ひとノミひと削りで、

再び輝きを！」会場が設けられま

した。

また、全国の

グルメ・特産品

等のブースも設

けられるため、

同大学校から清

水焼団地協同組

合に８月初旬、

本事業への支援の依頼があり、清

水焼の陶器が被災地の皆様にお役

に立てればと思い、協賛させてい

東日本大震災被災地支援
復興イベントに清水焼の陶器を出店

ただくことになりました。

陶器は、日常生活で使用する食

器を用意し、同じ京都から参加さ

れていた井筒屋さんの八ツ橋と

セットで販売しました。

京都の陶器とお菓子がセット

で、しかも安価で買えるというこ

とで、たく

さんの方々

に買ってい

ただき、大

盛 況 で し

民の方

が区役

所と一

緒に作

られた

冊子『東

西南北』

で勉強

しています。毘沙門堂、勧修寺や

隨心院は有名ですが、他の魅力も

ぜひお伝えして山科全体にもっと

人を呼び込みたいです」と、今後

の抱負を語っていただきました。

観光客の頼りになる観光道案内。

老人クラブ連合会の方々の活躍

は山科の観光振興にとって心強い

存在です。

●問合せ先／区総務課企画広報担
当（☎592-3066）

区民と行政が一緒に作った「第
２期山科区基本計画」が今年４月
にスタート！このコーナーでは計
画に関した区民活動を紹介します。
今回は、５つの基本施策のうち

「まちの魅力・観光を磨く」に関

連して、JR山科駅前で観光道案内

を続けている山科区老人クラブ連

合会の活動です。

京都市に来られる年間の観光客

５千万人が一番集中するのは桜の

４月と紅葉の11月。山科でも毘沙

門堂、疏水、勧修寺、隨心院と、

桜や紅葉の季節にはたくさんの観

光客が訪れます。その多くが玄関

口として利用するJR山科駅は大変

混雑し、駅前の観光案内板や地図

だけでは迷う人も多いことから、

平成15年４月から、老人クラブ連

合会が観光道案内をボランティ

アとして

始めまし

た。当初

から春秋

の年２回

実 施 し、

年々参加

者も多くなり、今年の春は延べ99

人が参加しました。１シーズンに

は土日の４日間活動します。

活動内容は、おこしやす“やま

しな”協議会が発行するマップな

どの資料を観光客にお渡しし、質

問に答えることです。会長の芝本

さんは、「観光客は増えていて、

現在マップは春に６千枚、秋には

４千枚を配布します。できるだけ

質問に答えられるよう、例えば春

は毎日桜の開花度をチェックして

います」とおっしゃいます。

メンバーの神井さんは、退職し

て10年をきっかけに参加されまし

た。「現役の頃は山科のことは分

からなかったが、この活動で山科

のことを学ぶことができて、充実

しています」とのことです。

副会長の羽立さんは「当初から

参加していますが、地元山科のこ

とは案外知らないものです。区

～ようこそ山科におこしやす！～
老人クラブ連合会の観光道案内

●京阪改札前での実施の様子

勧修寺菊花愛好会の方による菊

花展が10月19日

から11月15日ま

で勧修寺で行わ

れ、表彰されま

した。

財団法人伝統文化活性化国民協

会の認定事業である「はねず踊り」

が、京都を代表する伝統文化とい

うことで、京都府の依頼を受け、

「第26回国民文化祭・京都2011」

で披露されました。

国民文化祭とは、舞踊・演劇・

美術など日本中で様々な文化活動

に親しんでいる個人や団体が集ま

り、日ごろの成果や実力を披露す

る「国内最大の文化祭典」です。

毎年、各都道府県持ち回りで開催

されます。

た。両日用意した品はまたたく間

に完売しました。その収益はすべ

て、被災地支援の募金とさせてい

ただきました。

これからの被災地の皆様の復興

と、寒さが益々厳しくなるおり、

京都・山科の清水焼の陶器が被災

された皆様の食卓で、少しでも温

まる器となることを心から願って

おります。

清水焼団地協同組合理事
臼谷保夫

10月30日

に京都駅前

広場特設会

場で開催された「Welcome京都DAY」

の大ステージで、はねず（薄紅）

色の華やかな衣装に身を包んだ少

女たちが踊りを披露し、小野小町

と深草少将との悲恋のわらべ歌に

合わせた、上品で愛らしい踊りに

会場から大きな拍手が起こりまし

た。

●問合せ先／はねず踊り保存会
（☎571-0025）

主な入賞者は次の方です。

スポーツの秋

11月６日、第21回山科区民ニュー

スポーツ祭が開催されました。グ

ラウンド・ゴルフ大会は残念なが

ら雨天のため、中止となりました。

ソフトバレーボール大会では、

大宅体振の５連覇を阻止し、百々

Ｂチームが初優勝を果たしました。

ソフトバレーボール
優勝　百々Ｂ  準優勝　大宅Ｂ

３位　勧修、山階南Ａ　
優秀チーム　鏡山Ａ、山階南Ｂ、
小野Ａ、西野Ｂ

第21回山科区民ニュースポーツ祭

11月３日、西京極総合運動公園

で第23回市民スポーツフェスティ

バルが開催され、山科区からはソ

フトバレーボールやグラウンドゴ

ルフなど43チーム、約350人が出

場しました。

成績（入賞以上）
ペタンク　優秀チーム
山階Ａ、鏡山Ａ、音羽

ソフトバレーボール　優秀チーム
山階Ａ、鏡山Ａ、山階南Ａ・Ｂ、

大塚Ａ、小野Ｂ

第23回市民スポーツフェスティバル 山科区は総合第５位

●問合せ先／区まちづくり推進課（☎592-3088）

大本山勧修寺宮門跡賞　
岩下 友行さん

京都市長賞　 林 忠司さん

山科区長賞　 林 晃さん

勧修寺菊花愛好会会長賞　
森川 八洲男さん

京都新聞社賞　 小林 四代嗣さん

勧修寺菊花展表彰

区民活動 リレー連
載 き ず な

みんなで「第 2 期山科区基本計画」に取り組もう！
第７回

●秋の観光道案内の様子

はねず踊り 国民文化祭に出場


